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数学科 学習指導案 

日 時  令和６年 10 月 23 日（水） 

第５校時 13：40～14：30 

対 象  １年 A 組基礎クラス 18 名 

指導者  教諭 坂元 大輔 

場 所  ３階数学教室 

 

１ 単元名 「比例と反比例」（使用教科書：数研出版『これからの数学１』） 

 

２ 単元の目標 

⑴ 伴って変化する２つの数量の変化や対応の関係を式や表、グラフなどを通して学び、そ 

れらが比例や反比例の関係であることを理解する。 

⑵ 日常生活の中から、比例や反比例の関係にある事象を見いだし、それらの考察を進め問 

題を解決することができるようにする。 

⑶ 小学校で既習した比例や反比例の内容を活かし、負の数まで拡張して考察することがで 

きるようにする。 

 

３ 単元における授業の工夫 

【「わかる」授業デザインへの工夫】 

⑴ 授業の理解を深めるための「天びん」の活用 

本単元の「比例と反比例」は、日常生活に多く用いられる関数である。比例は事象として想 

像しやすいが反比例は想像しにくい。そのため「天びん」を用いて、２つの数量から、反比例の関

係を見付け、反比例になっていることを理解させていく。このように、日常の具体的な事象の中か

ら視覚的に理解を深め、「わかる」授業を展開していく。 

 

⑵ 協働的な学習の活用 

関数については、式に表すことに自信をもてない生徒が一定数いる。多くの生徒が自信をもって

取り組めるように、４人組で議論しながら問題解決し、理解を深めさせていく。 

 

 

【生徒が主体的に「できる」と確認したくなる授業デザインの工夫】 

⑴ できたかチェックのまとめプリントの実施 

「天びん」と同じように考える基本問題に取り組ませ、できることを経験させて自信をもたせる。そ

の経験から次の問題で、事象から反比例の関係を理解し、さらに「できた」と実感させて、問題集な

どの類題を提示し主体的に取り組むような声掛けをしていく。このような経験から、次の学習に意欲

的に取り組めるようにしていく。 

 

⑵ 協働的な学習を利用した「できた」という経験 

協働的な学習で要点を議論し、話し合い、まとめていき、「考えることができた」という経験をさせ

る。このような経験から、数学の授業の達成感をもたせていく。また、反比例の学習では協働的な学

習の発問で、𝑥と𝑦の積が一定になる、𝑦 =
𝑎

𝑥
 という式の形になるということに気付かせて、「考えるこ

とができた」という体験をさせていく。 
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4  単元の指導計画と評価計画(全 15 時間) 

★「わかる」授業デザインへの工夫 

☆生徒が主体的に「できる」と確認したくなる授業デザインの工夫 

 

時 目標 学習内容・学習活動 評価規準（評価方法） 

第１時 関数の意味を理解す

る。 

グループごとに碁石と将棋の駒

の個数と重さがどのように対応

しているか話し合う。★(４人組

学習) 

個数と重さの対応関係を表

にまとめることができる。 

☆(まとめプリント、行動観察

【知・技】 【主】) 

第２時 変数・変域の意味を

理解し、変域を不等

式で表すことができ

る。 

水そうの水がいっぱいになるこ

とに気付かせ、変域の必要性に

ついて話し合う。★ (４人組学

習) 

変域を不等式で表すことが

できる 。☆（まとめプリント

【知・技】 

【主】） 

第３時 具体的な数量関係が

比例の関係になるか

どうかを判断すること

ができる。 

グループごとに共通点と相違点

をまとめ、説明し合う。★( 思考

ツール) 

𝑥と 𝑦の関係を式に表すこと

ができる。☆（まとめプリント

【 知 ・ 技 】 【 思 ・ 判 ・ 表 】

【主】) 

第４時 負の数の範囲に拡張

された比例の関係に

ついて𝑥と𝑦の対応関

係を理解する。 

比例を負の数の範囲まで広げ

ることを伝え、グループでその関

係を考える。★(４人組学習) 

負の数の範囲まで拡張され

た比例関係について、式をつ

くることができる。☆（まとめ

プリント【知・技】【主】) 

第５時 １組の値から比例の

式を求めることがで

きる。 

１組の値から 𝑦 = 𝑎𝑥  の式を求

める練習をする。★(思考ツー

ル) 

比例定数を文字でおいて、

方程式を解くことで𝑦 = 𝑎𝑥の

式を求めることができる。 

☆（まとめプリント【知・技】

【思・判・表】【主】) 

第６時 座 標の考 え を理解

し、座標平面上の点

の位置を読み取った

り、座標平面上に点

を表したりすることが

できる。 

座席などの日常生活を通して、

座標の平面上の点のとり方を

学び、負の数に拡張された座標

をとる。★(思考ツール) 

座標平面上の点の位置を読

み取ったり、座標平面上に点

を表したりすることができる。

☆（まとめプリント【知・技】

【思・判・表】【主】) 

第７時 比例のグラフの特徴

を理解し、書いたり読

み取ったりできる。 

座標平面上に点をとり、グラフ

を書く。いくつかの比例のグラフ

を比較して特徴を理解する。★

(４人組、思考ツール) 

比例のグラフの特徴をまとめ

て書くこと、読み取ることが

できる。☆(まとめプリント、

行動観察【知・技】【思・判・

表】【主】) 

第８時 具体的な場面で比例

の関係を利用して問

題を解決し、その解き

方を説明することが

できる 

比例の関係を見いだし、自分の

考えを表や式、グラフを利用し

て説明する 。★(４人組学習) 

自分の考えをもち根拠を基

に説明し、問題解決すること

ができる。☆（まとめ プリント

【知・技】【主】) 

第９時 具体的な場面でいろ グループごとに天びんの左右の 自分の考えをもち根拠をもと
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(本時) いろな関数を発見し

て 、その関係を利用

することができる。 

クリップの個数の関係を話し合

い、ホワイトボードを使って説明

する。★(４人組学習、思考ツー

ル) 

に説明し、問題解決する。☆

（まとめ  プリント【知・技】

【思・判・表】【主】) 

第 10 時 負の数の範囲に拡張

された反比例の関係

について、 𝑥と 𝑦の対

応関係を理解する。 

比例と同様に反比例も負の数

の範囲まで広げることを伝え、

グループでその関係を考える。

★(４人組学習) 

負の数の範囲まで拡張され

た反比例関係について、式

をつくることができる。☆（ま

とめプリント【知・技】【主】) 

第 11 時 反比例のグラフが軸

に交わらない双曲線

になることを理解す

る。 

点を細かくとり、反比例のグラフ

の特徴についてホワイトボード

を使って説明する。★(思考ツー

ル) 

反比例のグラフの特徴をまと

めて発表ができる。(行動観

察・☆まとめプリント、行動観

察【思・判・表】 

【主】) 

第 12 時 具体的な場面で比例

の関係を利用して問

題を解決し、その解き

方を説明することが

できる。 

反比例の関係を見いだし、自分

の考えを表や式、グラフを利用

して説明する。★(４人組学習) 

自分の考えをもち根拠をもと

に説明し、問題解決すること

ができる。☆（まとめプリント

【知・技】【主】) 

第 13 時 グラフからいろいろな

情報を読み取ること

ができる。 

グラフから多様なことを読み取

り、その根拠を説明する。★(４

人組学習) 

グラフから読み取れることを

理解し、根拠をきちんと述べ

られる 。☆ ( ま とめプリン ト

【思・判・表】【主】) 

第 14 時 章末問題を解く。 理解が不十分な問題について

話し合う。★(４人組学習) 

章末問題を解くことができ

る。☆（まとめプリント【知・

技】【主】) 

 

 

５ 本時 

⑴ 目標 

具体的な場面でいろいろな関数を発見して、その関係を利用することができる。 

 

 ⑵ 「わかる」授業デザインへの工夫 

① 授業の理解を深めるための「天びん」の活用 

② 協働的な学習の活用 

 

⑶ 生徒が主体的に「できる」と確認したくなる授業デザインの工夫 

① できたかチェックのまとめプリントの実施 

② 協働的学習を利用したまとめや発問をする時間の確保 

 

⑷ 展開 

★「わかる」授業デザインへの工夫 

☆生徒が主体的に「できる」と確認したくなる授業デザインの工夫 

時間 学習内容・学習活動（T：発問、S：

発問に対して予想される答え） 

指導上の留意点・配慮事

項  

評価規準（評価

方法） 
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導入 

３分 

１ 本時の目標を提示する。 

 

 

T1：さて、ここまで比例を中心に学んで

きました。比例の例は日常にたくさんあ

りますが、どんなものがありましたか？ 

S1：速さです。 

S2：図形の面積です。 

S3：図形の高さです。 

T2：そうですね。色々なもので比例の関

係がありました。では、今日はどのよう

な関係があるのかを考えていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・比例ではない例を出して

も否定的な雰囲気を出さな

いようにする。 

 

 

 

展開Ⅰ 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T3：みなさんは、小学校の理科で天び

んを扱ったことはありますか？ 

S4：あります。 

T4：今日は、天びんを使って考えてみま

しょう。では、４人組になってください。 

（天びんプリントを配布） 

では、天びんを使い、プリントのＱを考

えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T5：ではＱ１からＱ４を４人組で考えて

みましょう。時間は 10 分間です。 

 

２ 各班での実践 

T6：それでは 10 分間が経過しましたの

で、Ｑ２とＱ４について、各班の意見を教

 

・小学校における学習を喚

起する。 

★☆協働的な学習を活用

する。 

 

★授業の理解を深めるた

めの「天びん」を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践が進んでいないグル

ープの支援をする。 

・Ｑ２とＱ４は比例ではな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 天びんから関

係を見付けだし

て記述している。

（ワークシート）

【主】 

・ 自分の考えを

具体的な場面でいろいろな関数を発見して、その関係を利用することができる。 
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展開Ⅱ

20 分 

えてください。 

では、ホワイトボードに５分でまとめてく

ださい。 

 

３ 各班でまとめる 

T7：では、各班の意見を発表してくださ

い。 

 

４ 各班の発表 

S5：右側につるす位置の値が２倍にな

ると、右側につるすクリップの数は
1

2
倍に

なる。右側につるす位置の値が３倍に

なると、右側につるすクリップの数は
1

3
倍

になっています。 

T8：このような関係は何ですか。 

S6：反比例の関係です。 

T9：右側につるす位置を𝑥、右側につる

すクリップの数を𝑦とすると、どんな関係

といえますか。 

S7：関数です。 

T10：なぜ関数といえますか。 

S8：𝑥が１つに決まると、𝑦が１つに決ま

るからです。 

T11：そうです。では、𝑥と𝑦の関係を表す

式を作ってみましょう。まずはＱ１の表を

式にしてみましょう。時間は５分です。 

各班で取り組む 

T12：時間になりました。では、どのよう

になりましたか。 

S9： 𝑥𝑦 = 4です。 

S10：𝑥𝑦 = 4を変形して、𝑦 =
4

𝑥
 になりま

す。 

T13：そうです。𝑥と𝑦の積は４で一定な

ので、 𝑥𝑦 = 4です。そして 、関数は 𝑦＝ 

の式になりますので、式変形しましょう。

𝑦 =
4

𝑥
 となります。 

では、Ｑ３の表も式にしてみましょう。時

間は 5 分です。 

 

５ 各班で取り組む 

T14：時間になりました。では、どのよう

になりましたか。 

S11：𝑦 =
6

𝑥
 です。 

T15：そうです。このように、反比例の式

く、別の関係性があるこ

とに気付かせる。 

・比例の関係を見つけても

よい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表から、 𝑥と𝑦の関係性に

何があるかを気付かせ

る。 

・取り組みが進まない班に

は、𝑥と𝑦のどんな計算を

したら関係性が出てくる

かとヒントを与える。 

 

 

・Ｑ１のように表から、 𝑥と𝑦

の関係性に何があるか

を気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 入 し て い る 。

（ワークシート）

【思・判・表】 

【主】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表から新しい関

係を式にし 、 記

入している。（ワ

ークシート）【知・

技】 

・表から新しい関

係性や対応の特

徴を見いだし、記

入している。（ワ

ー ク シ ー ト ）

【主】 

 

・表から新しい関

係を式にし 、 記

入している。（ワ

ークシート）【知・

技】 

・表から新しい関

係性や対応の特

徴を見いだし、記

入している。（ワ

ー ク シ ー ト ）

【主】 
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は𝑦 =
𝑎

𝑥
 の形になります。比例の式𝑦 =

𝑎𝑥 とは違いますね。ところでＱ１とＱ３

の𝑥と𝑦の積は変化しますか。 

S12：変化しません。 

T16：そうです。一定で反比例の式の、

右辺の分子𝑎になります。比例の式𝑦 =

𝑎𝑥の𝑎を何といいましたか。 

S13：比例定数です。 

T17：そうです。これは、反比例の式𝑦 =
𝑎

𝑥
の𝑎も比例定数です。 

では、反比例の関係にあるかを判断し、

反比例の式をつくることを練習しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「反比例定数」ではない

ことに注意する。 

まとめ 

７分 

６ 振り返り 

T18：今日の授業のポイントから、練習

問題に取り組んでみましょう。天びんの

プリントを見ながらでも大丈夫です。ま

ず問１に取り組みましょう。その後、問２

に取り組みましょう。時間は７分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆できたかチェックのまと

めプリントに取り組ませる。 

 

・時間が余った生徒には、

問題集に取り組むように声

掛けをする。 

☆まとめプリント

解くことで、自

らの学習を調整

しようとしてい

る。【思・判・

表】【主】 

 

 

６ 本実践を通して指導者の分析 

授業前のアンケートより、多くの生徒が反比例に対して興味をもっていた。しかし、「比例・反比例」

の学習に苦手意識がある、不安があるという生徒は 55％であった。授業後のアンケートで、「授業

内容を理解したか」という質問で「理解した」という生徒は 88％となり、「比例・反比例」の学習に

苦手意識がある、不安があるという生徒が「授業内容を理解した」と変容した。これは、協働的な学

習で教具を活用し、課題やまとめプリントに取り組んだことが変容につながったと考える。 
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基礎クラスということもあり、数学を得意としている生徒が多くないので、教具の活用は効果があ

ると本時で分かった。これからの授業でも教具を取り入れるようにしていきたい。また、既習内容を

利用する問題は難しい場合もあるため、まとめプリントに取り組む時間でも、生徒の教え合いの時間

を確保する必要があると考えた。また、個人で問題に取り組む時間では、生徒の理解度を教師が正

確に把握して助言していきたい。 


